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大
学
の
教
職
員
・
学
生
・
住
民
の
協
働
で

団
地
に
新
し
い
風
を
送
り
こ
む

　

か
つ
て「
東
洋
一
の
マ
ン
モ
ス
団
地
」と
言
わ
れ
た
高
島
平

団
地
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
少
子
・
高
齢
化
や
施
設
の
老
朽
化
等

の
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
地
域
を
新
た
に

活
性
化
し
、
そ
の
再
生
を
図
る
た
め
に
、
現
在「
高
島
平
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
略
称「
高
Ｐ
」の
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
高
島

平
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
つ
大
東
文
化
大
学
環
境
創
造
学
部
教

授
の
山
本
孝
則
氏
と
、
地
元
で
印
刷
業
を
営
む
か
た
わ
ら
地

域
貢
献
会
社「
に
こ
」を
運
営
す
る
堀
口
吉
四
孝
氏
。

　

山
本
氏
は
、「
地
域
に
密
着
し
た
大
東
文
化
大
学
の
環
境
創

造
型
人
材
育
成
の
試
み
が
、
文
部
科
学
省
の
２
０
０
７
年
度

『
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』に
選
ば
れ
た

の
が
、
一
つ
の
き
っ
か
け
で
し
た
」と
説
明
す
る
。
地
域
通
貨

「
サ
ン
ク
」を
発
行
し
、
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
を
中
心
に
、

大
学
・
地
域
を
融
合
的
に
活
性
化
さ
せ
る
活
動
を
展
開
す
る

中
か
ら
、
教
職
員
・
学
生
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
地
域
再
生
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

サ
ン
ク
は
、「
高
島
平
で
展
開
す
る
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
た
学
生
や
住
民
の
方
へ
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ

る
地
域
通
貨
」。
こ
れ
は
、
大
学
及
び
近
隣
の
商
店
・
施
設
な

ど
で
利
用
で
き
る
が
、
そ
の
活
用
に
よ
り
、
大
学
と
団
地
を

含
む
地
域
の
融
合
や
一
体
感
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
る
。

タ
カ
ピ
ー

高
島
平
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
（
高
島
平
団
地
）

大
学
・
地
元
連
携
に
よ
る

「
東
洋
一
の
団
地
」再
活
性
化
の
試
み
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地
域
通
貨
」

大
学
及

近

商
店
施
設

ど
で
利
用
で
き
る
が
、
そ
の
活
用
に
よ
り
、
大
学
と
団
地
を

含
む
地
域
の
融
合
や
一
体
感
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
る
。

　

同
じ
観
点
か
ら
、
学
生
が
高
島
平
団
地
の
住
民
に
な
る
活

動
も
高
Ｐ
の
一
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
る
。「
昨
春
か
ら
学
内
で

公
募
し
、
現
在
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
外
国
人
留
学
生
9
人
と

日
本
人
学
生
7
人
が
団
地
に
入
居
。
学
生
は
団
地
自
治
会
に

も
加
入
し
、
お
祭
り
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
学
生
は
、
家
賃
の
一
割
程
度
ま
で

を
サ
ン
ク
で
払
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
」と
山
本
氏
。
地
元

民
の
堀
口
氏
は
、「
団
地
に
学
生
が
住
む
こ
と
で
、
空
室
を
埋

め
て
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
が

出
入
り
す
る
こ
と
で
地
域
に
新
し
い
風
が
流
れ
込
み
、
活
気

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
評
価
す
る
。

　

山
本
氏
と
堀
口
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
実
際
に
学
生
が
住
ん

で
い
る
部
屋
を
訪
ね
た
。
外
国
語
学
部
３
回
生
の
長
島
良
太

さ
ん
は
、「
１
Ｄ
Ｋ
の
部
屋
で
す
が
、
一
人
で
住
む
の
に
は
十

分
な
広
さ
。
も
ち
ろ
ん
、
団
地
の
行
事
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
に
も
す
す
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
語
る
。

　

団
地
内
を
歩
い
て
み
る
と
、
１
階
部
分
に
設
け
ら
れ
た
商

店
街
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
い
る
店
も
目
立
つ
。
高
Ｐ

で
は
、
そ
う
し
た
状
態
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
、
昨
春

か
ら
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

フ
ェ
サ
ン
ク
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
拠
点
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、

留
学
生
が
住
民
を
対
象
に
外
国
語
教
室
や
書
道
教
室
な
ど
を

開
き
、
住
民
の
方
も
写
真
展
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を

実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
試
み
ら
れ
、
継
続
的

な
運
営
を
通
し
て
地
元
へ
の
浸
透
も
次
第
に
進
ん
で
い
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、
団
地
に
住
む
学
生
数
を
１
０
０
名
、
そ
し

て
拠
点
と
な
る
カ
フ
ェ
を
4
ヵ
所
ま
で
増
や
し
た
い
」と
山
本

氏
。
地
域
活
性
化
に
直
接
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
高
Ｐ

の
進
展
に
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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